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n
e:  

s
i
ĉ
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Ĵ
.

麥

3
分

が
'^
^

丨
而し
て
平
印
に
お
け
る
小
班
ソ
f
ス
チ
エ>
の
，
傻條
が
七
リ
イ
ヴ
ル
、
裸
麥
が
五
リ
イ
ヴ-
ル
、
從
つ
t
兩
客
を
合
せ
た 

麥

I

ス
ザil

Q

,M
格
は
：！ハ
”
イ
ヴ
ル
な
る
が
ゆ
表
に(
消
費
せ
ぼ
れ
な
麥Q

價
格
は
，合
社
ハ
，T

イ
ヴ
ル
で
あ
る
。
從
つH

、

こ

の

日

. 

傭
の
觉
中
に
は
，僅
か
に
十
五
リ
イ
ヴ
ル
四
ス
ウ
の
所
得
が
賤
る
，に
過
ぎ
ぬ
？
然
名-

13
や

以
て.
*
家
賃
を
拂
ひ
、
家
屋
を
綠
供
:-
-
家
，m
 
ノ 

を
I
s

、
'

-

而

し

て

一

部

間

の

家

族

'
の

あ
ら
ゆ
る
必
製
に
備
，へ
、ね
ば
な
ら
ぬ
の
が
あ
る
。
さ
れ
ば
へ
彼Q

.

努
力
、も
し
各

何
等
か
時
殊
o
' 

, 

^
:#
に
^

ジ
次
、.
失
疆
間
钇
補
ぶ
か
':
'
';

^
‘た_

女
が.
絲
を
郝
ぎ
ノ
^

を
歡
队
、
靴
下
を
蹁
み
，、.
：.，所
杧
，ょ
'-
>
:

^
改

於

ス
:̂
:

作
^

「

僅
.
.
. '

:

>
の

適

も

耕
^

,
家

.へ

C

を

，飼

# ,
し

"
時

に

.は
，膝

、
.牝

¥
、
'
.牝
山

羊

.を
ガ

飼

育

す
.る
等

し

て

經

费

を
.助
；け
'る
；か

し

'%
け

枚

^
虫

.計

.は
な

か

.'

.
なか立ちゆかぬ，然もぎ收そのう、
に

地

■

氏
な
け
れ
ば-、
生
活
は
困■
で
ぁ
り
リ
家
族_

禮

狀

捣

に

陷

ホ

.

..  

:
.

.
.

.

.

...

、

-
.
.
.
.
ン

.

.

.

.

 

:

-

■
.
':

•
.

(

鐘

-J, lb
?

目

、P

ゾ
？

培.

.

.

'

■

 

■ 
I

 

■ 
,

• 

■ぃ
然
！

ノ
農
民
の
場
合
ぎ
う
か
。
地.
f

 
S

翼

か

ら

、
：特.
權
|.

意

な

$

S

■

釤

た

る「

タ
イ
ユ.」

を
課
せ
ら
C

、奶
|

イ
S

他
例
し
て.

■

■

加

税

人

：囊

。|

ユ§)

1

J

夫
い 

,
殳

代

盎

C
I
m
l

 des -routes)

興

'せ
，ら
、
れ

る

が

、
も

の

場

合

「

ク
イ >.

条

一

：
裏

逢

春

P

ク
イ
一
ユ.」

と「

タ
イ
£

に
比
例
し
て

' 

ら
れ
る
里.
H
塵
の
粗
税
と
の.
合
許
は
大
約
ー
'

i
5

ぁ

卞
.
從

泛

③

イ
ユ
■

含

眷

潼

7 /
イ
|

凡
そ
1
1.
五
三
倍
で
|

。
而
し
て「

夕.
イ
ユ」

は
' 
地
方
に
ょ
り
：又
人
允
$

て
爾
率
に
相
耀
が
ぁ
る_
が
、
養
均
ル
て
；#

■

收

人

め

备

士

ハ

容
m

o

即
ち
：¥

收
人
；I

百
フ-
ラ
ゾ
5

い

そ

儀
■

夕
i

」

、は

健

，

フ
：ー
_

¥

,

ン
チ.
-'- 

V-
;.
:み
が_

、
_

i
つ
て「

ク
イd

」
：&

含
^
 ̂

パ

b.

霞

「
一

趣

：5

及
び
そ
の
，.猶

屮

一

フ

フ

ン
-

1

,へ
ね
ば
な
ら
^
か.
ら
”
 
f

人
-

■

こ
 

. 

ラ
ン
不
丑
サ
ン
プ
丄
■

る
。.
u :-
:
t

、
ぺ
の
？

■

:--
_

獲

:*_

恕

道

_

收

病

沒

 

：

.

.

.

.
ラ

ラ
へ
•二
十
八
サ
ン
チ
L

の
敎
會
十
分
一
税
と
、
略
ぼ.
亂
額
の
封
樣
諸.
處

灌

納
_

淞
な
ら
：■

鋒
、直_

、
：
凄

十

分.. 

::._1

愛

び
I

的

諸

豪

Q
J

f

 ；

年
收
人
ー
电
フ
ラ
ン
に
對
k

て
八
十 

一
f

 
:露

：
ギ「

：
サ

シ
..看

^

'
化

，
に
_

る

肥

得.は

歡

允

ン
A
竿

九

，

ン

ダ
1
%,

に
ず
，ぎ

呔

で

逢
'5

ぺ_

;§
:

_

&

起
^
—

ま

問

紅» ;
^

,

|

士
^̂

 

ン

I
，
- .,■■

’.
，：
 

‘
.-■
■/
 

■:

:

}:
:

:

シン.
-

\ 

-
V
-
-
-
-
.

」

-■ 

f 

- 

. 

: 

, 

. 

ノ 

-
-
-
-
-

.

,

え
て
ゐ
た
こ
と
に
求
名
ち.
れ
う
る
で
あ
ら
う
。

.

:

•

,
 

へ

/ .
•

•

'

•: 

-.
’V
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

ぶ
-

ド
し(

|

2

就
い
て
:;,

, 

-
 
/ .
 

.

.

七

九

o

i
v
,

、. .
，
、
,.



.

「
丁：

-
ド
：：

(A
id

e
s)

に

就

い

て
.

;

• 

•  

,  

/

ノ
. 

: 
- 

.
)

-
• 

:

，ゾ'
 

:
f 

' 

• 

■ 

• 

:
' 

• 

■

;

v

’
-r
s
.i.
.
r

) 

H
.

 T
a
m
e

r<
e
s
b
r 
一
皆 es

d
e

 la France contempor

w'
^:e, 

‘L^^.c
i
e
n
^
g
i
m
e
,

 Paris,. 1882 V. p
p
、
542 —543 ， 

V

し

、

そ

れ

と

同

時

に

、
、

く

自
足
經
满
を
層
め.る

も:^
が

、

納

稅

用
Q
'«
齡

■'
?:

■
得

る

た

め

に
.
難

轉

レ

た

こ
'ど

從

つ

..
て

金

納

租

. 

■

に
；非
！£
な
重
壓
を
感̂

た
こ:>
は
、
'盖
し

滴

品經
濟
他
^
る
、
地
：
^
の

入

；'

の
^-
ゼ

は

な

か
.
つ
：
た.で.
ぁ

ら'̂
，

、
し

か

も
、
舊
制
度
下
の.

;rv

ラ
シ
沃
は
、

.̂

リ
，地
方
を
除
け
ぱ
'.
,晚
ど
封
建
的
艮
足
經
濃
^ -
ゼ
れ
>̂

\
0 ,
た
0..>
か
ぐ
て
、
最

等

の

の

A

々
於
、
*

金
の
x
rn
l 

.

に
一
核
心
し
一
從
つ

.
て

貨

幣̂

重

視

七̂

こ

ど

は

、
^
枚

ま._
た
ハ.
都

市

の

住

民

れ
«

で
；
ゆ

が

か
.
：つ

た

ら

ぅ
'
0
:u.
、か

も

、

所

得

の

.
大

半

を

g

 

税.
と

し

で

奪̂
法

ら

れ;;
s
'
养

至.
つ
^

は

、
.
，
貨

赂

に

：
對

：す

を

欲

求

は

愈

々

大

；
な

る

^
0
^

あ
つ
:.

^
ら
ぅ
し
、
ま
^

そ
れ
が
高
利
貸
附
資
本'  

6
:

礙
W
A
I

も
：項

漂

以

：で
'

■

 
■
ぅ
o:,'
■
し
、
省_

の
货
若
;̂
靡
護
す
一
べ
き
貴_

や
多
く
が
不
在
地
± -
と
ぎ
て
パ
，リ
に
住
み
、
か 

.:
;

<
て
領_

對
^ «
民
間..
の̂

接
技
る
關
係
：
.
の
，遮,

せ
%
1

た
:̂
の.
奴
， 

• .̂
な
ら
^
る

；^
ぇ
^

い
。.
が
補
ー
て
パ
高
利
^

^
に
よ
^
'

栗
た
徵
税
！p

負
に
A

つ
セ
' 

一' 
紀
庶
民
よ
り
收
奪
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
は
首
、，
 

f
E

:̂
積.
せ
ら.
れ
；ふ
：と
同
時
：

g
.、

.
へ
叉
再'び
徵
龜
^

と..
激
炻
、.
'ま..
た.
高
利
貸
附
資
本
と
：
.
な
つ.
て
輝
方
農
村
に.
む
け
ら
れ
て
ゆ
く
。
黻 

..
ヒ.
'.
(0.
苛
稅
^

尚
刚
と
め
た
め
光
崩
壞
し
敬
く
鹿
吳
1
.̂

前
：に'
し
て
、':
:
こ
：こ
I
當
序
め
銳
制
を
批
判
す
る
も
の
が
何
れ
も
斯
如
る
桎
梏 

( .
か
ら
め
解
遺
^
辦
び
”
か
乂
て
ゝ
ぐ
そ
れ
が
バ
い
は
ゆ
る
實
幣
牀
產
に
對
す
^

攻
鹰
と
な
り
，

の1衡

歸

に

對

^

る

熱

蔑

と

な

れ

る 

と

と

は
.
頗
る
必
爲
ぃ
の
趣
办
七
い

':は

ね

ば

か

ち

ぬ

：
が
へ

.
さ
ぺ
て
そ

(

の.
1た

め.
に-

如

侗

ぽ

か

す
 ̂

フH  
:
ヌ
ロ
 

；

V

の

紕

き

、
"
ま
'
 

.
た
サ

ン

V

シ
：
モ

シ

伯

(D

良
^̂
 ̂

王

鼠

：

■.
の
：
.利

益

よ

り

も

寧

ろ

有
僚

：の私
益
.の.
'た
'め.
に

徵

税'の_
行
'は

る

る/'
,
づ 

シ
オ
ン
：

」

...
を..排
攀
し
、
代
ふ
る.
に
^
建
貴
族
.の
耩
戎
す 

.
る

地

方

三

部

脅

の

權

限

の

友

ぶ

「

，ぺ
；
ィ

。

.
デ
^

丨.」

;̂
全
國
的
：に
擴.
充
す
石
こ
^

に.
よ
づ
て
：̂
^
制
度
を.
封
藝
時
代
の.
昔
に
返
レ
、
同
時
に 

地.
方

の
..
#

狀
fc
通
曉
せ
る
地
方
議
會.
を
通
し
て
囊
の
公
IE
'-
を
計
ら
ん
と
し
§

は
：正
に
そ
'の
一
つ
の
意
圖
で
あ
：るo-.
そ
れ
と
と
も
に
、

•

、
, 

.

.

.
'

ぐ
.

.

.

.

.

.
•
'
* 

• 

»
• 

. 

• 

- 

■■ 

. 

.  

... 

、
.-

税
務
行
政
て
介
街
す
る
貴
族
及
"び
徵.
税
請
負
人.
等
を
排
瞧
し
て
“
國
主
^

生
產
^
直
辑
の
^

ひ
^

た

る

勤

潘

國

民

と

を

値

接

.に

奢

合

し 

租

税

增

收

：

■

を

ま

產

力

の
.
仲

張

菜.
め
ん.
と

す

る■

、

た

涅

他

や

一

^

議

の

生

活

に

 M

じ.

'ま

た■

の
：
翁

强

哮

對

し

^
:

：
大*
_

警

_

を

嘗

制

^
.な

ら

芑

'。」

.し
か

.も
、
.：.ぞ
^
た

め

に

‘

税

醫

下

忆

萎

漱

沈

篆

レ

 

時

人

^

啓
 

I

家
し
、

以

て

舊

税

即

_

制

ま

晏

改

萆

に'點
连

ハ

-

し
:^
名
：も
^
'
.實
夂

斯

か

岁

胁

制

改

革

瀰

者

こ

ノ

そ

ょ

ボ

ー

ァ

ギ

ュ

パ

ユ

ベ
1
ル
'

甚

り

、: *

た
ヴ
ォ.

_

ン.

雾

ク

た
。

.

^

 

'.::ー

 

ハ

；
，
：
.
：
.
.
；
'
ノ

 

：
：

.

.
 

'

ノ

：附
記

」

.
'

木
稿

,

衢

田

藝
_

て
開
催
せ
ー
ら
_

響

變

史

學

會

第

主

ノ
誠'T

郞
敎
授
渉
に_

商
^K

學
敎
授
姻
經
夫
■

! ;
'
.■

沁
と
に
本
邦
所
扉
戊
ハ
^

世
紀
西
洋
古
版
經
濟
嚳
漏
翥 

.:
:

,

を

襄

S

び
つ..：つ'奮

.

■
春

■

のf

と
ら
れ
漸¥

衰
&

喜
び
齡
は
^
^

八
':
:. 

科
義
叻.
露

i

本
■

氐.i

同

彰_

ゾ
、■

ル.
：t
文
^

り

ら

街

る

髮

に

辭

要

ち

C

&
窗

爾

餐

裏

谨

ぃ
0:''
な
ほ蒙

:.
' 

'
す

^-
撕
ハ
刀
を
次
ぎ
の
機
會
に||
つ
レ
た
こ
と
を
併
せ
て
附
記
し
以
て
讚
者
の
諒
%

^

次̂

：部
で
.あ
各

。

.

.

.
ん
：シ
'.
. 

.

:
-
:
•
、

：へ

 

- 

, 

' 

V 

—

昭
和
十
八
年
四
月
十
八
日

—

V

r

ェ
1
ド
し(

Aidrt
>s)

に
就
い
て

.先:
i ’ ■

O
s
l
o


